３０周年記念企画日本の響き大地の舞２０１７
開催のご案内と出演のおさそい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本の響き大地の舞実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　　　佐藤　　要　　　　

1987年にはじまった、東海地方の和太鼓、民舞の競演「日本の響き大地の舞」は、今年で第30回を迎えます。開催当初は県内には数えるほどだった、和太鼓、民舞のグループも、今では、県下各地に広がり、この大地の舞に参加頂いた団体も、延べ1000を超え様々な歴史を作ってきました。
そこで今回30回を迎えるにあたり、これまでに参加いただいた団体の皆さん、今も素晴らしい活動をされている団体の皆さんにも参加をいただき、３０回の舞台に花を添えていただきたいと、出演のお誘いをさせていただきます。　日本の響き大地の舞は、現在土曜日曜と二日間に渡り、開催され、延べ２５００名が参加し、東海地方の多くの和太鼓、民舞のグループが参加する取り組みとして、芸能の交流の場として、多くの皆さんの発表の舞台として、親しまれてきました。
土、日曜日のいずれかの舞台への参加と、16日夜に開催の30周年レセプションにも是非参加いただきたいと、
ご案内申し上げます。レセプションの詳細は後日連絡させていただきます。
　つきましては、下記の「開催の目的と意義」「開催要項」をご検討ねがい、30周年のこの機会にぜひ出演いただきたくご案内申しあげます。

開催の目的と意義
1、 出演団体の活動の成果の発表と演奏を通し交流し学びあう場として開きます。

この取り組みを通して、和太鼓を始め伝統芸能に携わる人びとの輪を大きく広げ、この地方の
和太鼓、民謡、民舞の活動の活発化をめざし交流します。

２、演奏の質を高め表現力を深める活動を重視します。

　　　日頃から広い視野で選曲し内容を深め演奏し、その魅力と楽しさを伝えましょう。
心に響く元気のでる舞台づくりのために努力しましょう。

―開催要項―
■名　称　　第30周年記念企画　日本の響き大地の舞２０１７
■日　時　　　第一日目　‘1７年１２月１６日（土）12:30開場　　13:00開演　17:30終演予定

　　　　　　　　　　 ＊30周年記念レセプション　　18:30～　会館内レストランメロディ
　　　　　　　第二日目　‘1７年１２月１７日（日）11:30開場　　12:00開演　18:00終演予定
■企　画　　　第一日目　　子ども企画を中心に一般参加の皆さんの発表会　特別記念企画
　　　　　　　第二日目　　大人を中心とした一般の皆さんの発表会　特別記念企画
■出演資格　東海地方で活動する5人以上の和楽器で構成される団体。　民謡、民舞の団体。
■演奏時間　土曜日／７分以内　　　日曜日／7分以内（５～１５人）　８分以内（１６人以上）

■参加必要事項　　演奏ＤＶＤの提出または事前リハーサルへの参加が必要です　　

■会　場　　日本特殊陶業市民会館ビレッジホール　※地下鉄「金山駅」下車徒歩５分

■出演者分担金／大人⇔3000円、６５歳以上⇔2000円・高大生⇔1500円、

　　　　　　　　　　　　　　　中学生以下・障害者⇔1000円　※出演者は２日間入場できます。

■入場券　　１６日〔土〕／大人⇔1200円、６５歳以上・大学生以下⇔600円（当日200円増）
１７日〔日〕／大人⇔1500円、６５歳以上・大高校生⇔1000円、

小中・障害者⇔８００円　（当日２００円増）　
＜主　催＞　日本の響き大地の舞実行委員会・東海太鼓センター

＜後　援＞　名古屋市・愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会・公益財団法人名古屋市文化振興事業団、
中日新聞社　（以上申請予定）
＜問い合わせ＞　〒４６７－００６６　名古屋市瑞穂区洲山町２－３０クインビル２Ｆ東海太鼓センター内　

　　　　　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ０５２－８４２－６９１０
